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 働くもののいのちと健康を守る神奈川センターは５月

25日に横浜の建設プラザで第 26回定期総会を開催しま

した。神奈川県南支部からは小島委員長が仕事（医療・

工業用ガス輸送）を終えた足で総会に駆けつけました。 

主催者の竹内会長は「春闘で大企業は賃上げ 5%超えた

とされるが、実質賃金はマイナス 2.5%で中小企業・ 非正

規労働者には厳しい状況が  総会で主催者あいさつをする竹内会長 

続くなかで、いの健神奈川は労働者のいのちと健康を守る課

題に取り組んできた」と挨拶され、鈴木事務局長からは過労

死・ハラスメント防止、安全衛生活動の強化など神奈川セン

ターの役割について提案され、討論では医療・建設・運輸・

教員・弁護士・アスベスト訴訟団からの発言がありました。 

総会方針提案をする鈴木事務局長  神奈川県南支部の小島委員長は「トラック運輸産業は日本

経済・国民生活で重要な役割を果たしているが、トラック労働者は長時間労働と低賃金で

脳・心臓疾患による過労死認定件数が 14年連続最多を記

録し、若年労働者に敬遠され、人手不足が深刻になって

いる。今年 4月から時間外労働の上限が規制（2024年問

題）されたが、賃金が低下しトラックを降りる労働者が

増加し人手不足の加速が懸念されている。建交労は、

2024年問題の課題は改善基準告示や時間外労働の規制を

徹底するために適正運賃の収受で運転者の賃金を大幅に

引き上げることにあると考えている。 トラック産業を魅 発言をする県南支部の小島茂委員長 

力ある産業にしていくために奮闘して行きたい」と発言しました。閉会挨拶は住谷副会長

(神奈川労連議長)が「働く者の尊厳が奪われているなかで 1人ではなく労働組合なり職場

で仲間を作ることを一緒に進めていきましょう」と挨拶され閉会しました。 

 

 

 

 

５/２５ いの健神奈川センター第２６回総会

神奈川県南支部から小島委員長が発言！ 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

建交労全国青年部が７／２１に反核平和キャンペーン学習会を ZOOM開催 

建交労の全国青年部が反核平和キャンペーン学習会を７月２１日午前１０時から ZООМ

で開催します。詳細は別紙の青年部ニュース（2023年度 NO.02）をご覧ください。 

神奈川県南支部では各分会・班の仲間の積極的な参加を呼びかけます。参加者は別紙の

「学習会参加登録用紙」で参加を申し込んでください。 

 なお、参加登録された分会・班は参加人数を支部に報告して頂くようお願いします。 

 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。  


